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●お問合せはこちらまで 

2. 入居にふさわしい施設 
 

 高齢者は、自分の住まいを替えるには大変な気力と体力が必要です。また慣れ親しんできた
生活から、まったく新しい生活を築くことが必要なこともあります。 
 これらの最終判断時期は一般的に75歳前後と言われています。これは、判断能力が落ちるこ
ろだからです。 
 しかし、病気入院や認知症のために、その前に、やむをえず新しい住まいに移る人もいます。 
 今回は、前回の事象毎に、「ふわしい施設」をご紹介いたします。 
なお、下記適用例は、ご本人の状況(疾病の種類、介護度、資金、緊急性、家族との調整等)に
より、必ずしも合わないものがあります。よって、ここでは標準的なものを掲載しております。  
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事例紹介 

 

有料老人ホー
ムとサ高住 

入居の 

相談先 

種類  (凡例: ◎最適、○可能) 病院退院後 ひとり生活 家族の
面倒 

元気な
うちに 

前回(No.65)の通信事例番号 → 1 2 3 4 1 2 3 1 2 1 2 

特定
施設 

特別養護老人ホーム (※1) ○ ○ 

介護老人保健施設 (※2) ◎ ◎ ○ 

介護療養型医療施設 

有料 
老人
ホー
ム 

介護型(付)  (※3) ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

住宅型 ◎ ◎ 

健康型 ◎ ◎ 

他 
 

認知症グループホーム (※4) ◎ ◎ ◎ 

軽費老人ホーム(ケ
アハウス) (※5) 

自立型 ○ ◎ ◎ ◎ 

介護型 ○ ○ 

養護老人ホーム (※6) ○ 

サービス付高齢者
向け賃貸住宅 (※7) 

在宅型 ○ ◎ ◎ 

特定施設 ○ ○ ○ ○ 

シルバーハウジング、高齢者優遇賃貸住宅 ○ ○ 

グループリビング (※8) ◎ ◎ 

※ 【説 明】 詳細は、No.67でお知らせします 

  1. 原則、要介護度 3以上の人対象                  6. 経済的、環境的に困窮された方 

  2. 病院と在宅の中間的存在 (リハビリ中心)             7.  新しくできた住まいで、食事付で、  

  3. 多くは、介護付の特定施設であり、介護度のある人対象      介護者は外部からやってくる 

  4. 認知症の人のみ対象。自宅と同様安心して過ごせる      8. 自立した生活を仲間とともに送る 

  5. 費用が比較的安くすむ施設 

状態にあった 

施設 


